
 

 

⾃⼰点検・評価について 2022年度 

 

■プログラムの履修・修得状況 

本プログラムは必修科目である「情報機器概論」「プログラミング基礎」と選択科目であ

る「データサイエンス入門」で構成されたプログラムである．よって「データサイエンス入

門」の履修者向上に向けて，本プログラムを履修することの意義を十分に把握させることは，

学習態度や知識・技術の定着に影響が大きいと考えられることから，プログラムに関する学

生向け周知を十分に行い，授業ガイダンスにおいてもその意義を十分に理解してもらうよ

うに努めた． 

本申請プログラムの中心となる科目「データサイエンス入門」は，１年次学部共通選択科

目として令和 2 年度に開講された．また，「情報機器概論」「プログラミング基礎」は，それ

以前より１年次学部共通専門科目の必修科目として開講されている．データサイエンス入

門のこれまでの履修状況, 修了状況は以下である． 

令和２年 履修者数 219 名 修了者数 169 名 

令和３年 履修者数 213 名 修了者数 169 名 

令和４年 履修者数 183 名 修了者数 140 名 

入学者の多くが履修し，6.5 割の修得状況となっている． 

 

■学習成果 

「情報機器概論」は全般的な情報リテラシーを習得できるもので，特に本申請プログラム

の基礎要素Ⅱ．ＡＩの歴史から多岐に渡る技術種類は応用分野の理解を促すものである．

「プログラミング基礎」は本格的なソフトウェアを作るためのスキルを習得させようとす

るもので，特に本申請プログラムの基礎要素Ⅰ．データの表現とアルゴリズム、を習得でき

るものである．全般的に修得成績は良好である． 

「データサイエンス入門」は，全体的な概論，数学的な基礎に続き，python によるプロ

グラミングを通じでデータに関するリテラシーを習得し，後半で研究応用，社会実装をテー

マとしたグループ形式での取り組みをおこなっている．プログラムの修得状況，グループワ

ークの成果共に全体的に良好となっている． 



 

■学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度 

「情報機器概論」は情報に関するリテラシーを習得させるものであることから，「情報科学

を学ぶ上で基礎となる知識を身に着けることができてよかった。」「たくさんの資料ととも

に、視野を広げるきっかけになることと思います。」「これから情報系の分野に進んでいく過

程で必要不可欠な知識を学ぶ授業なので、しっかり聞いていた方がいいと思います。」など

の後輩に向けた推奨が見られた． 

 

■全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況 

履修者数の実績に見られるように，選択科目として設定されている「データサイエンス入

門」においても，１年次の学生の多くが履修している状況にある．今後はこの履修率を落と

さずに継続することが必要であり，入学時の新入生ガイダンスでの説明等を継続しておこ

なっていく．また，本学への入学者数が多い高校およびオープンキャンパスへの参加者など

を対象に，データサイエンスの入門ビデオ配信「FUN オープンユニバーシティデータサイ

エンス入門」を令和３年度より公開している．(https://www.fun.ac.jp/openuni-ds). この

取り組みにより，入学以前からデータサイエンスへの興味を高め，本学入学後の修得向上へ

つながるものと期待される． 

 

■教育プログラム修了者の進路、活躍状況、企業等の評価 

本教育プログラムは，開始４年目となっており，まだ卒業生が出ていない状況ではある．

これまでの卒業生の就職率は 97％となっており，そのほとんどが情報関連企業への就職で

ある．本学の特徴的な取り組みとしては，３年次通年で行うプロジェクト学習（PBL)があ

り，学生グループの⾃主的な学びの活動により，解のない問題に対して解決を図っていくこ

とや，社会実装をおこなっていく課題などを通じて，⾃主性，チームワーク能力，リーダー

シップ能力を習得させている点にあり，IT に関わる専門性の高さと併せて，企業から高い

評価を受けている．このような評価を本プログラムはさらに底上げするものと期待してい

る．また近年，データサイエンティスト限定の採用枠を設定する企業もあり，そのような採

用枠で内定を取得する学生も出てきており，本申請プログラムを起点としてデータサイエ

ンティストとして採用される学生の増加が期待される． 

 

■産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見 

卒業生が就職した先の企業への聞き取り調査および就職した学生本人からの聞き取り調

査などを定期的におこなっている．まだ本プログラムの成果とは言えない状況であるが，概

ね良い評価を得ている．今後，このような調査を継続し，本プログラムの効果を明確化する

とともに，改善を進める． 

 



■数理・データサイエンス・AI を「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させこと 

「データサイエンス入門」を担当する教員は，前半部分を深層学習分野においてトップク

ラスの研究者と，高度な脳波計測に基づき脳科学分野の先端研究者が担当しており，ともに

他の授業においても学生からの授業評価が高い教員が担当している．後半部分は，数理モデ

ル専門家，人工知能専門家，データマイニング専門家，AI 活用による遠隔手術など高度医

療情報専門家，情報デザイン専門家，人工知能を使った大学発ベンチャーを立ち上げた人工

知能専門家にそれぞれ担当し，最先端の研究事例や社会実装に関することの講義となって

いる，また受講者でグループを作り，ネットから関連事例を探し，グループデスカッション

を通してレポートをまとめるなどの工夫も行っている．このような工夫もあって授業フィ

ードバックからも，データサイエンスおよび AI を学ぶ意義を学生が理解していることが伺

え，その成果が見られる．また，毎年内容の改善に努めている． 

 

■内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること 

プログラミングを取り入れ，単に受け身の授業とならないようにすることや，その際にまだ

慣れないプログラミングに対して，質問事項にすぐに相談できるように TA を配置するな

どの工夫に加え，グループでの調査，討論，レポート取りまとめなどを行うことにより，常

に先端事例を学ぶことができるとともに，学生間での相互理解を深める工夫も取り入れて

いる． 


